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弥生時代のはじまりと東西交流
縄文時代から蘇生時代に移りかわる時期は､水稲E2排がはじまり､lI本列山で位も大き
な変化をむかえる時桝です｡この時好日土､大きくみて､朝鮮半A'Ll垢鰍 二ELJ来する文化が
九州北部で受け入れられ､そこから西日本l=伝わると理解されています｡弥生時代TI'4糊
に広がろ過Tl川犬上器はその代衣といえるでしょう｡ところが､近年では､西n本各地で､
刺 l本の｣二器がみつかり､媒粥の交溌はより活発であることがわかってきました｡
沖A'br司人並捗のある関山平野をほじれ 瀬戸内地方は粥nJFの交通路として,Bl代に
いたるまで_7riaF･な地峡です｡縄文時代の終わりから弥生時代のはじまりの時期について
も､7h･発な往来のある交血路であったのでしょう｡そこで､今剛iTl山阿人並帆 二持ち込
まれた姫西の｣二給や技術などをみてみたいとRl.います｡
ところで.弥生時代のはじまりは.一般的には水稲W.排の州別を川1Jlこしています｡そ
して/iR1-日本で炎･Fl文土器が広がるころは､縄文時代晩JPJ後半､もしくは弥生時代LiTlglと
呼ばれています.しかし､九州北部を除いては､
水川の/i:在はイこ明瞭な状況ですので､ここで
はノLHl北紬以外の地域については､突Wl文
糊と呼ぶこととします｡ (申付 大介)
5iIのな桝こ捜された■(.*A円大li>第23次Pl王､文化科学系捉含研究棟) 平水□付近にtか
ii'(文JPJから弥生時代前Jglにかけては右の地
周のような土群のまとまりがみられます｡今【州1､坪
山r和犬淑跡にl対係する地域のみを示しましたが.
そのなかで､同地跡は炎柿文二l二筋の地域に位出し
ます｡なお.突輔,文馴 二就く弥生時代前糊には.咲
;if文土指のほぼ同じ範囲に遠T]川式土給が分和
します｡
また ､上!'l時の全体的な状況として.炎鞘文糊のは
じめに､軌那半柏から大きな文化の流入があり.こ
れには石包~Jなどの胎動石指も含まれていました｡
ただし､以下では.広い範朗の交流をみるため､土
器をJFl心に考えてみたいとLEl.います｡
から来た土器
建木i土耕(総社市)のZE
(岡山恥教育委A会提供)
,*JL同大i+称と支,7tのあった地は(Oは′*鳥岡大iA跡､太い矢印は文化.
細い矢印は土器の移動.影fを示しています｡)
別鼻的三上は 起源として､九州北部を軽て粥l:l本にもたらされた､全IrlJを如く
塗られたぎ;tは,それまでにないhlもI]新しいLti椎でした｡AL封的なものは､瀬戸
内地-JJでは松山平野で多くILl士しており､総社市の誹木過跡でもみられます(左
写ま'iい｡梓川 御大逝跡には形態nt)にその影堺を受けたものがあります(ii等
主'耳下)｡
また.爽i詩文土掛 二は文様が施されることがあります｡文棚には地域的な秤
徴があり.l亮=1lIIと野あたりでは数本の線が山形に刻まれるのか一姫的ですが
(左下23炎)､松山平野ではこれに加え.斜格子に親が刻まれるものも多くみら
れます｡lMb同大gY,3次閤盤にもこの斜格子の文様があり.松LJ平野とのrq
係がうかがわれます(左Elと左下写貼)0
弥 生時代前期
nJll本金J削二速歌川式土器が広がり.土株全体が九州北部から伝わった
ものに変わります｡さらに､水Iトや瀧派施股などの新しい技術も伝わりました(SIそ
献写壬Ij_及び､下の守SI元匡】)｡また､Ht州 Fl大胡跡では､水利がうまくいくように
断って牧水しけT近にi吐かれた｣正量がみつかっています('#郁右下)｡このような
T ,r l 77 議を倣った然肘 ま九州地力でもみられ.水Elに伴って､体系
挙句 も 的に脚 に伽 -たのでしょう｡
岡山平野の突帯文
(,+JL同大iB跡第3次調査,サテライトベンチャー ビン'ネスラボラトリー )
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東から来た土器
巳∃ 日 中 蜘
北陸地力の形称を受けた､もしくはそこから持ち込まれた
土符がiltl上岡大出鉢那3次桝恋から山土しています｡描 写
呈'il｡このような二l~mlはif(戸内地方では.lLIE茎Jの料 Ilil.と林･功
城it(跡で‖土しておr)､特則もuu'brW大迎跡のものとr.l時
｢､
T痢覇寸 動F羊f i .n
:C:h,ya･mX洗r-Cセンタ -戟
lglです｡また､沖ibIF.1大泊跡の耶例より新しい岬州では､近隣の盲目-jHlI沢E判
追跡から､LlJ部地方を中心に分祁する枠線文士椎が山土しています｡
文様からJAf北地方硝部の大桐式二ヒ船と考えられる､説か鉢の-部が節23
次御兼から山ています(右下等il.r)｡71'I良なつくりで､この御#地L一･の他の土粉
と比べてむやTiであるので､瀦北地-))南部には全く同じモチ-フはないものの.
そこから持ち込まれたものの可能慨があります｡
束El本の文様をもつ士群は､Il'Jil地方に削らず,Jt!Tll本全体にみられます｡
また､そのような土船は一様ではなく､71u占問大池跡でみられたように､北縄や
常北地-)J一細部など､さまざまな地域の土群が持ち込まれたり､その土地の土鰐
に影称をE)えたりしていますC来r3本とl判係する土紺の款に11本は多くないので
すが､その文様は弥生土群の文様に･Biい彫称を与えたという考えもありますO
これまでみてきたように.津島岡大過跡でも､東西日本の各地からきた.もし
くは影Vをうけた土器がありました｡東日本の土器がみられることは､東日本
のひとびとが新たな文化との接触を求めた信実でしょうかワその意味は今後の
<
北陸地方の文様を持つ土器
(上 下とも,*JL同大iA弥第3次tFl至)
研究の進展l=ゆだねるとして.突帯文土器の範囲のなかのD一カルな交流も 東北準を両部?文相を準?土器
含め.津島同大it跡も東西のひとびとの出会いの場所であったのでしょう｡
弥生時代がはじまるころの気候
地球が誕iL=してから､その気供は暖かくなったり､凍くなった
()の練り過しです｡日本の過去1万il-117では.BC50004f(7000
年Tl;I)ごろからヒブシサーマル糊という温暖州をr･むかえ,純文海
進もビ-クになります｡それ以後.気温は上fLと下降の淡を撚
り近しながら､).t･くなっていきました｡それに伴い､海iLiも穫皮
かみbれます｡そして､今lFLr扱った弥生時代のはじまりのころ
は､純文海進以後のLliも准い時期です(右lg)の抑也の脆LEH)｡
現11-.地文文化に対して､偲かな狩猟探兆民というイメー ジ
が一般的にもたれています｡しかし､水117Leu)Fが始まるのが､
Llも堆い特)glであることは､やはり.安鑓した食料独紺のIJJ一法
を佼･来したためではないでしょうか｡束西のひとびとが活発に
動き阿るILSJ桝はしばしばみられますが.この時JP】の棚倉は､新
しい生T.r.方法のfl■慨 を求めた枯I米かもしれません｡休 園は小
縦桁1995をもとに作成)
牟古文kt′ト兇続】995｢地球府城と文LIJのlJAH1｣
ryt緋文FIJと句JA那L虐地球と文1)のl-JJPJJ中l介.1川l
③
樹卿申 車軸蹄 E罰 igのd甲 田 籾 顧 軸 府 ｢鹿田遺跡と鹿田庄｣
2005咋10)120-22[lにIF1ll大学附kEi赫院頼嫡棟 l断で､地11逝跡の古代
とIFJILrの出物 逝梢から鵬lIIAIを考えようというE川(Jの展示を行いました｡3E=l
rl'日の会期llに34Ll人の見学才が,tPyれました｡入院されている-)J-や.お見舞い
にこられた方､柄院のスタッフの骨さんも.見学にいらっしゃり.普段､牧成文化
肘に揺する機会のない方がたにもr鵠トし･をもっていただきました｡
今1萱】の展示では､iB梢の大きさや照感などを体験できるように｣二丈しました｡そ
のために.古代の地物の大きさを体族できるようにrH日取りを了疑元したP).古代と中ILr
の井戸枠を室内に持ち込んだりと.新たな展示を妖みました｡矧 こ古代の-)F戸枠
はイf在感があり､人気をJAめました｡非戸枠などは放く.持ち込むのは大変でした
が､附 とても相 で比 なお､展示の眺 脚 部管理qmn御協力を附 した｡ 臥
中世の井戸枠の横型と実物 ｢鹿田iA称と廉fE]庄｣の展示の梯子
恒例の沖L占キャンバ
スでの展示会は､2005
占 糾 0)J26-30Elの5E]
I 川のI馴抱で､】75人の
見学IBが溺れました｡ 地血の上に陶磁器をのせた展示
-7t-7E-■■
月LJ化ノ?･的測タil法により.弥生時代のはじまり
を【!fく増える説がだされ.BL才EJ,これにr剰する
年代笛が盛んになっています｡-ノ)-.7即も同
人避跡をはじめ漸Tr内地ノJl=は.瀬Lplからの
文化の波及を知るうえで.PI昧疎い叫攻が多
く畑されています｡一部には仲代詮にもIu係
するものがあり.Jllrx/J:地域といえるでし上うO
今後のLIW兜の遊戯が_qiまれます｡(中村 大介)
lFl世の土給が徐々に変化する梯子を_#AベてJji示したり､
大きなE:l本地図の上に､了も代から中性に特産となっていた
土拾詩や陶磁諾諒をおいて､ILtl'古間大出跡にどこのものがきて
いるのかをわかるように展示したりしました｡正外な人tJtを
触めたのが､赤外線カメラで､普過では見えない文字が赤
外線をrFM Iすることで､見えるようになるところが外昧深い
という恋兄をいただきました｡
さらに今Ii】は､胞Hliu跡から州土した｢木製の利LllElL.の
ろi人形｣をモデルにした人形に也を韓ろうという体験学習
ろそろえ､人形の椀灘をつくりました｡木が-布.本物らし
くみえ､人L/tが7:.3かったです｡今lr)も展示､体験学rIともに
灯.評でした｡
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